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追加 3-3 債券の基礎知識
債券の発行条件

― 表の下に続けて ―

したがって、オーバーパー発行された債券の応募者利回りは、償還差損が発生するため表面利

よりも低くなります。

3 債券の発行条件
追加－155・158・161

１)金利変動リスク

― 最終行に続けて ―

また、他の条件が同じであれば、表面利率の高い債券（高クーポンの債券）よりも低い債券（低

ーポンの債券）の方が金利変動リスクは高くなります。理由としては、低クーポンの債券は利

が少ないので、トータルの収益のうち償還差益や売却益への依存度が高いため、価格変動が大

いことがあげられます。

上、赤字の個所を追記しました。

6 債券投資のリスク
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以下、練習問題に⑥を追加しました
追加－155・158・161

― 略 ―

⑥国債のイールドカーブが順イールドであるとき、残存期間が長い国債は、残存期間の短い

国債よりも、利回りが高い。

解答

― 略 ―

⑥ ○ 順イールドの場合、残存期間が長いほど利回りは高くなります。

参考

順イールド（＝右上がり） 逆イールド（＝右下がり）

利回り 利回り

残存期間 残存期間

練習問題（○×問題）


